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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ケースに収容された複数の付属品の互いの組合
いを防ぎ、各付属品の全体を効果的に洗浄消毒すること
ができる内視鏡リプロセッサを提供する。
【解決手段】内視鏡リプロセッサは、内視鏡付属品を収
容するケース５１と、ケース５１内に流体を導入する流
体導入口５４ｂと、一端が可動するようにケース５１内
にぶら下げられる接続部５６と、流体と比重が同じか又
は流体よりも比重が重く、接続部５６の前記一端に接続
されて流体の流れを受けてケース５１内で揺れ動く揺動
部５７と、を含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡付属品を収容するケースと、
　前記ケース内に流体を導入する流体導入口と、
　一端が可動するように前記ケース内にぶら下げられる接続部と、
　前記流体と比重が同じか又は前記流体よりも比重が重く、前記接続部の前記一端に接続
されて前記流体の流れを受けて前記ケース内で揺れ動く揺動部と、
を含むことを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　前記ケースは、
　前記流体導入口を少なくとも１つ有する第１の面と、
　前記第１の面に対向する第２の面と、を含み、
　前記接続部は、前記第２の面からぶら下げられることを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡リプロセッサ。
【請求項３】
　前記流体導入口は、前記流体を前記ケース内に導入するノズルに配置されており、
　前記ケース内に導入された前記流体の流動ルートに、前記接続部または前記揺動部が配
置されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項４】
　前記揺動部は弾性を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項５】
　前記揺動部は少なくとも表面がゴム硬度Ｈｓ７０以下のエラストマーで覆われているこ
とを特徴とする請求項４に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項６】
　前記揺動部は少なくとも表面がスポンジで覆われていることを特徴とする請求項４に記
載の内視鏡リプロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡リプロセッサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、使用により汚染された内視鏡とともに、内視鏡の付属品も洗浄消毒する内視鏡洗
浄消毒装置がある。例えば、特開２００９－２０７７３９号公報では、内視鏡から取り外
された内視鏡の付属品を処理槽内のケースに収容し、洗浄消毒液等の液体を処理槽に貯留
し、ケース下のノズルからケースへ液体を噴射し、噴射液の流れによって付属品を撹拌し
て付属品を洗浄する内視鏡洗浄消毒装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２０７７３９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来の内視鏡洗浄消毒装置では、複数の付属品をケースに収容すると、各付属
品が、ケース内において互いに組合って留まってしまう虞がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、ケースに収容された複数の付属品の互いに組合った状態が続くこと
を防ぎ、各付属品の全体を効果的に洗浄消毒することができる内視鏡リプロセッサを提供
することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサは、内視鏡付属品を収容するケースと、前記ケー
ス内に流体を導入する流体導入口と、一端が可動するように前記ケース内にぶら下げられ
る接続部と、前記流体と比重が同じか又は前記流体よりも比重が重く、前記接続部の前記
一端に接続されて前記流体の流れを受けて前記ケース内で揺れ動く揺動部と、を含む。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、ケースに収容された複数の付属品の互いに組合った状態が続くことを
防ぎ、各付属品の全体を効果的に洗浄消毒することができる内視鏡リプロセッサを提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの外観構成を説明する説明図で
ある。
【図２】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの構成を説明する説明図である
。
【図３】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサのケースの構成を説明する断面
図である。
【図４】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサのケースの流体導入口の配置を
説明する説明図である。
【図５】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサにおけるケースに収容された複
数の付属品が互いに組み合った状態の例を説明する説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態を説明する。
【００１０】
　（構成）
　図１は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の外観構成を説明する説明
図である。
【００１１】
　内視鏡リプロセッサ１は、汚染された内視鏡Ｅ、及び、内視鏡Ｅの部品又は付属品等（
以下、単に「付属品」という）Ａの再生処理を行う装置である。ここでいう再生処理とは
、特に限定されるものではなく、水によるすすぎ、有機物等の汚れを落とす洗浄、所定の
微生物を無効化する消毒、全ての微生物を排除、もしくは、死滅させる滅菌、又は、これ
らの組み合わせのいずれであってもよい。付属品は、特に限定されず、例えば、吸引ボタ
ン、または送気送水ボタンなどが挙げられる。
【００１２】
　内視鏡リプロセッサ１は、トップカバー１１と、装置本体２１とを有して構成される。
装置本体２１は、前面に操作部２２を有し、内視鏡Ｅの洗浄消毒等の処理に関する各種指
示入力が可能である。装置本体２１は、給水ホース接続部２３を有し、外部の給水手段Ｗ
（図２）に接続される。
【００１３】
　トップカバー１１は、処理槽２４を覆うように処理槽２４に対して開閉自在に設けられ
ており、トップカバー１１を開けると、処理槽２４内は、外部に露出する。
【００１４】
　処理槽２４は、内視鏡Ｅを配置できるように、桶状に形成される。処理槽２４は、漏水
用検知ポート２５と、水位センサ２６と、洗剤ノズル２７と、薬液導入口３１と、排液口
３２と、循環口４１と、コネクタ４２と、循環ノズル４３と、ケース５１と、を有する。
薬液導入口３１は、後述する薬液導入部Ｌ（図２）に接続される。循環口４１及び循環ノ
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ズル４３は、後述する送流体部Ｓ（図２）に接続される。
【００１５】
　内視鏡リプロセッサ１は、接続チューブＴを介して内視鏡Ｅと接続される。なお、図１
では、４本の接続チューブＴによって、内視鏡リプロセッサ１と、内視鏡Ｅとが接続され
る。
【００１６】
　内視鏡Ｅが接続された後、内視鏡リプロセッサ１では、内視鏡Ｅが処理槽２４内に配置
され、付属品Ａがケース５１内に収容され、内視鏡Ｅ及び付属品Ａの洗浄が行われる。
【００１７】
　続いて、内視鏡リプロセッサ１の主要部の構成について、より具体的に説明をする。
【００１８】
　図２は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の構成を説明する説明図で
ある。図２では、管路は実線で表され、電気信号線は省略される。
【００１９】
　内視鏡リプロセッサ１は、薬液導入部Ｌと、排液口３２と、送流体部Ｓと、ケース５１
と、制御部６１と、を有して構成される。
【００２０】
　薬液導入部Ｌは、消毒液等の薬液３１ａを処理槽２４に供給できるように構成される。
薬液導入部Ｌは、薬液タンク３１ｂと、薬液ポンプ３１ｃとを有して構成される。
【００２１】
　薬液タンク３１ｂは、薬液３１ａを貯留可能である。薬液タンク３１ｂは、薬液導入口
３１に接続される。薬液タンク３１ｂは、制御部６１に接続される加温部３１ｄを有して
構成され、制御部６１の制御の下、薬液タンク３１ｂの薬液３１ａを加温可能である。
【００２２】
　薬液ポンプ３１ｃは、薬液タンク３１ｂから処理槽２４に送液するためのポンプである
。薬液ポンプ３１ｃは、薬液タンク３１ｂと薬液導入口３１の間の管路に配置される。薬
液ポンプ３１ｃは、制御部６１と接続され、制御部６１の制御の下、薬液タンク３１ｂか
ら薬液３１ａを取り込み、薬液導入口３１を介し、処理槽２４に送液可能である。
【００２３】
　排液口３２は、処理槽２４に貯留された液体を排液できるように構成される。排液口３
２は、開閉弁３２ａ及び三方弁３２ｂを介し、薬液タンク３１ｂ又は外部排液手段３２ｃ
のいずれか一方に連通可能である。開閉弁３２ａは、制御部６１に接続される電磁弁によ
って構成され、制御部６１の制御の下、排液口３２と三方弁３２ｂに接続される管路とを
連通させることが可能である。三方弁３２ｂは、制御部６１に接続される方向切替弁によ
って構成され、制御部６１の制御の下、開閉弁３２ａを介して連通した排液口３２を、薬
液タンク３１ｂ又は外部排液手段３２ｃのいずれか一方に連通させることが可能である。
【００２４】
　送流体部Ｓは、循環ノズル４３、コネクタ４２及びケース５１に送気又は送液できるよ
うに構成される。例えば、送流体部Ｓは、送液ポンプ４１ａと、循環ポンプ４１ｂと、流
路切替弁４１ｃと、給水切替弁４１ｄと、エアコンプレッサ４１ｅと、を有する。
【００２５】
　送液ポンプ４１ａは、処理槽２４の液体をコネクタ４２及びケース５１に送液するため
のポンプである。送液ポンプ４１ａは、循環口４１と、流路切替弁４１ｃとの間の管路に
配置される。送液ポンプ４１ａは、流路切替弁４１ｃを介し、コネクタ４２又はケース５
１のいずれか一方に連通可能である。送液ポンプ４１ａは、制御部６１に接続され、制御
部６１の制御の下、循環口４１から処理槽２４の液体を取り込み、流路切替弁４１ｃに接
続される管路に送液可能である。
【００２６】
　流路切替弁４１ｃは、制御部６１に接続される方向切替弁によって構成される。流路切
替弁４１ｃは、送液ポンプ４１ａ、エアコンプレッサ４１ｅ、コネクタ４２及びケース５
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１に接続され、制御部６１の制御の下、少なくとも送液ポンプ４１ａ又はエアコンプレッ
サ４１ｅのいずれか一方と、少なくともコネクタ４２又はケース５１のいずれか一方と、
を連通させる。
【００２７】
　循環ポンプ４１ｂは、処理槽２４の液体を循環ノズル４３に送液するためのポンプであ
る。循環ポンプ４１ｂは、循環口４１と、循環ノズル４３との間の管路に配置される。循
環ポンプ４１ｂは、制御部６１に接続され、制御部６１の制御の下、循環口４１から液体
を取り込み、循環ノズル４３に送液をする。
【００２８】
　給水切替弁４１ｄは、制御部６１に接続される方向切替弁によって構成される。給水切
替弁４１ｄは、循環ノズル４３と、循環ポンプ４１ｂと、給水ホース接続部２３と、に接
続され、制御部６１の制御の下、循環ノズル４３と循環ポンプ４１ｂ、又は、循環ノズル
４３と外部給水手段、のいずれか一方を連通させる。
【００２９】
　エアコンプレッサ４１ｅは、外部の空気をコネクタ４２及びケース５１に送気するため
のポンプである。エアコンプレッサ４１ｅは、外部に開放され、また、流路切替弁４１ｃ
に連通する。エアコンプレッサ４１ｅは、制御部６１に接続され、制御部６１の制御の下
、外部から空気を取り込み、流路切替弁４１ｃに接続される管路に送気をする。
【００３０】
　図３は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１のケース５１の構成を説明
する断面図である。図４は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１のケース
５１の流体導入口５４ｂの配置を説明する説明図である。図５は、本発明の実施形態に係
わる、内視鏡リプロセッサ１におけるケース５１に収容された複数の付属品Ａが互いに組
み合った状態の例を説明する説明図である。
【００３１】
　図３に示すように、ケース５１は、付属品Ａを収容できるように構成される。ケース５
１は、処理槽２４の中央に設けられた台座５２に取り付けられる。ケース５１は、カップ
５３と、ノズル５４と、蓋５５と、接続部５６と、揺動部５７と、を有する。
【００３２】
　カップ５３は、内部に複数の付属品Ａを収納できるように、椀状に形成される。カップ
５３は、例えば、金属又は樹脂等によって構成される。なお、カップ５３の側壁５３ａ及
び底部５３ｂは、図３では板状部材によって構成されるが、網状部材によって構成されて
も構わない。
【００３３】
　ノズル５４は、カップ５３の底部５３ｂに配置され、カップ５３内に流体を導入できる
ように構成される。ノズル５４は、底部開口５４ａと、流体導入口５４ｂと、流体流路５
４ｃと、を有する。
【００３４】
　底部開口５４ａは、台座５２の中央に軸方向に設けられた台座内流路５２ａを介し、流
路切替弁４１ｃに接続される管路に連通する。
【００３５】
　流体導入口５４ｂは、ケース５１の底部５３ｂに一つ又は複数配置される。各流体導入
口５４ｂは、カップ５３内に開口し、カップ５３内に流体を導入可能である。図４では、
各流体導入口５４ｂは、底部５３ｂ中央を中心に、放射状かつ四方向に配置される。
【００３６】
　流体流路５４ｃは、底部開口５４ａ及び流体導入口５４ｂに連通する。
【００３７】
　カップ５３の上側開口を覆うように、着脱自在にカップ５３に取り付けられる蓋５５が
設けられていても良い。蓋５５は、例えば、金属又は樹脂等によって構成される。蓋５５
にはカップ５３内の流体をカップ５３外に導出できるよう導出口５５ｂが設けられていて
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もよい。導出口５５ｂの数は１以上であればよく、例えば、蓋５５を網状部材または格子
状部材で形成し図３に示すように複数の導出口５５ｂが形成されるようにしてもよい。蓋
５５には、手指によって摘まむことができる摘み５５ａが設けられていてもよい。
【００３８】
　ただし、本発明のケース５１は図３の様なカップ５３と蓋５５とからなる構造に限定さ
れない。例えば、有底筒状のカップ５３を用いることもでき、この場合、カップ５３の開
口側が処理槽２４に対して着脱可能となる。
【００３９】
　接続部５６は、一端５６ａが自由に動くことが出来るように蓋５５からケース５１内に
ぶら下げられる。この結果、一端５６ａに接続された揺動部５７はケース５１内で揺動す
ることができる。一端５６ａを可動状態にするため、接続部５６は、例えば、鎖、紐、糸
等の自在に曲げることができる材質から成る。ただし、本発明の接続部５６はこれに限定
されるものではなく、例えば剛直な材料からなる接続部５６を用いることもできる。この
場合、剛直な接続部５６の他端５６ｂをバネ、ゴム、または、ボール＆ソケット等により
ケース５１とつなぐことで一端５６ａが可動するようにしてもよい。
【００４０】
　図３では、接続部５６は、鎖によって構成される。接続部５６は、一端５６ａが揺動部
５７に接続され、他端５６ｂが蓋５５に接続される。接続部５６は、所定の長さを有する
。所定の長さは、揺動部５７が、ケース５１内の付属品Ａに接触可能であって、ケース５
１の底部５３ｂ又はノズル５４に接触しない長さに予め設定される。
【００４１】
　接続部５６の他端５６ｂは、蓋５５に限定されず、カップ５３の側壁５３ａに接続され
てもよい。また、蓋５５の無いケース５１を用いる場合、ケース５１を処理槽２４にセッ
トした際の処理槽２４の天面や側壁に他端５６ｂを接続してもよい。
【００４２】
　揺動部５７は、ケース５１内を揺動できるように構成される。揺動部５７は、例えば、
球状に形成される。揺動部５７は、接続部５６の一端５６ａに接続されて接続部５６によ
って支持される。
【００４３】
　カップ５３内に導入された流体の流動ルートＲ上に、接続部５６および揺動部５７の少
なくとも一方が配置されることで、流体の流れを受けて揺動部５７がケース５１内で揺れ
動く。揺動部５７は、処理槽２４内に貯留される流体と比重が同じか又は流体よりも比重
が重い。揺動部５７の少なくとも表面は、ケース５１内に収容された付属品Ａよりも硬度
の低い材質から成ることが好ましく、例えば、樹脂又はスポンジ等、弾性を有して構成さ
れる。揺動部５７は、少なくとも表面が、ＪＩＳ規格に定めるゴム硬度Ｈｓ７０以下のエ
ラストマーで覆われる。なお、揺動部５７は、少なくとも表面が、エラストマーでなくス
ポンジで覆われていても構わないし、これらの組み合わせであってもよい。揺動部５７の
大きさは、直径３ｍｍ以上であることが望ましい。
【００４４】
　すなわち、ケース５１は、第１の面である流体導入口５４ｂを有するカップ５３と、第
１の面に対向する第２の面である蓋５５と、を含み、接続部５６は、流体の流動ルートＲ
上に、第２の面からぶら下げられる。
【００４５】
　図２に戻り、制御部６１は、中央処理装置（以下「ＣＰＵ」という）６１ａと、ＲＯＭ
６１ｂと、ＲＡＭ６１ｃとを有して構成される。ＣＰＵ６１ａは、ＲＯＭ６１ｂとＲＡＭ
６１ｃに記憶された各種プログラムを読み込み、実行することができる。
【００４６】
　ＲＯＭ６１ｂには、内視鏡Ｅの再生処理に関する各種プログラムが記憶される。
【００４７】
　制御部６１の機能は、ＣＰＵ６１ａがＲＯＭ６１ｂに記憶された各種プログラムを実行
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することによって実現される。
【００４８】
　処理槽２４は、図示しない処理槽温度測定部を有し、処理槽２４に貯留された液体の温
度を測定し、制御部６１に出力可能である。
【００４９】
　続いて、実施形態の内視鏡リプロセッサ１の作用について説明をする。
【００５０】
　術者は、トップカバー１１を開け、内視鏡Ｅを処理槽２４にセットする。続いて、術者
は、ケース５１の蓋５５を開け、付属品Ａをケース５１に収容し、蓋５５を閉じる。
【００５１】
　トップカバー１１を閉じ、操作部２２によって洗浄消毒等の処理開始の指示入力がされ
ると、制御部６１は、洗剤ノズル２７、薬液導入口３１又は循環口４１から薬液３１ａ又
は水等の液体を処理槽２４に注入させ、処理槽２４に液体を貯留させる。
【００５２】
　処理槽２４に液体が貯留されると、ケース５１は水没し、ケース５１内は液体で満たさ
れる。揺動部５７は、自重によって重力方向へ移動し、流体の流動ルートＲ上に配置され
る。
【００５３】
　制御部６１が、流路切替弁４１ｃに対し、送液ポンプ４１ａとケース５１とを連通させ
るための制御信号を送信すると、送液ポンプ４１ａとケース５１とは、連通する。続いて
、制御部６１が、送液ポンプ４１ａに対し、送液を開始させるための制御信号を送信する
と、送液ポンプ４１ａは、送液を開始する。これにより、循環口４１から取り込まれた液
体は、流路切替弁４１ｃ及び台座内流路５２ａを介してノズル５４に流入し、各流体導入
口５４ｂからケース５１内に導入される。なお、制御部６１は、流路切替弁４１ｃによっ
てエアコンプレッサ４１ｅとケース５１とを連通させ、ケース５１内に送気させても構わ
ないし、ケース５１内に液体と気体の両方を同時に送り込んでも構わない。
【００５４】
　尚、図２ではエアコンプレッサ４１ｅがケース５１に連通可能である例を示したが、本
発明はこれに限定されず、液体のみがケース５１に導入可能である構成であってもよい。
【００５５】
　ケース５１内に導入された流体は、直接的または間接的に流体の流動ルートＲ上に配置
された揺動部５７を押し動かす。流体によって押し動かされた揺動部５７は、付属品Ａに
押し当たり、付属品Ａを押し動かし、図５に一例を示すように、付属品Ａ同士が互いにス
クラムを組んで動かなくなった状態を解消させる。揺動部５７によって押し動かされた付
属品Ａは、ノズル５４から導出された流体の流れによって撹拌され、回転し、全体が洗浄
消毒される。流体によって押し動かされた揺動部５７は、自重によって流体の導出ルート
Ｒ上に戻る。これにより、揺動部５７は揺動を繰り返し、付属品Ａの組合いを防ぐ。
【００５６】
　上述の実施形態によれば、内視鏡リプロセッサ１は、ケース５１に収容された複数の付
属品Ａの互いに組み合った状態が続くことを防ぎ、各付属品Ａの全体を効果的に洗浄消毒
することができる。
【００５７】
　なお、実施形態では、揺動部５７は、一例として球状に形成されるが、揺動部５７は、
球状でなくても構わない。揺動部５７は、例えば、角錐状、角柱状、板状、半球状又は星
形状等であっても構わない。
【００５８】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【符号の説明】
【００５９】
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１　　 内視鏡リプロセッサ
１１　 トップカバー
２１　 装置本体
２２　 操作部
２３　 給水ホース接続部
２４　 処理槽
２５　 漏水用検知ポート
２６　 水位センサ
２７　 洗剤ノズル
３１　 薬液導入口
３１ａ 薬液
３１ｂ 薬液タンク
３１ｃ ポンプ
３１ｄ 加温部
３２　 排液口
３２ａ 開閉弁
３２ｂ 三方弁
３２ｃ 外部排液手段
４１　 循環口
４１ａ 送液ポンプ
４１ｂ 循環ポンプ
４１ｃ 流路切替弁
４１ｄ 給水切替弁
４１ｅ エアコンプレッサ
４２　 コネクタ
４３　 循環ノズル
５１　 ケース
５２　 台座
５２ａ 台座内流路
５３　 カップ
５３ａ 側壁
５３ｂ 底部
５４　 ノズル
５４ａ 底部開口
５４ｂ 流体導入口
５４ｃ 流体流路
５５　 蓋
５５ａ 摘み
５５ｂ 導出口
５６　 接続部
５６ａ 接続部の一端
５６ｂ 接続部の他端
５７　 揺動部
６１　 制御部
６１ａ ＣＰＵ
６１ｂ ＲＯＭ
６１ｃ ＲＡＭ
Ａ　　 付属品
Ｅ　　 内視鏡
Ｌ　　 薬液導入部
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Ｒ　　 流体の導出ルート
Ｓ　　 送流体部
Ｔ　　 接続チューブ
Ｗ　　 外部の給水手段

【図１】 【図２】
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